
所

報

一
九
八
二
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
社
会
科
学
研

究
所
の
諸
活
動
を
報
告
す
る
。

機
構
お
よ
び
人
事

報

付

所

員

総

会

1

第
三
九
回
定
例
所
員
総
会
三
九
八
二
年
六
月
十
二
日
、
神
田
校

舎
U
A
会
議
室
〉

議
事

ω三
輪
所
長
あ
い
さ
つ
、

ω森
下
健
三
所
員
を
議
長
に
選
出
、

ω新
所
員
の
委
嘱
、

ω一
九
八
一
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計

監
査
報
告
｜
｜
以
上
の
諸
報
告
を
承
認
、
制
三
輪
所
長
あ
い
さ
つ
、
伸

一
九
八
二
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算
案
を
原
案
通
り
承
認
決
定
。

2

第

四

O
固
定
例
所
員
総
会
〈
一
九
八
二
年
十
二
月
十
一
日
、
神
田

校
舎
U
A
会
議
室
。

議
事

ω三
輪
所
長
あ
い
さ
つ
、

ω高
橋
七
五
三
所
員
を
議
長
に
選

出、

ω事
業
経
過
報
告
お
よ
び
会
計
経
過
報
告
、

ω一
九
八
三
年
度
事

業
計
画
案
お
よ
び
要
求
予
算
案
を
原
案
通
り
ゑ
認
決
定
。
同
所
長
、
運

営
委
員
（
一
一
一
部
門
）
、
事
務
局
長
の
改
選
。
所
長
に
三
輪
芳
郎
所
員
、

運
営
委
員
（
総
合
理
論
部
門
）
に
佐
藤
博
所
員
、
同
（
現
状
部
門
）
に

石
渡
貞
雄
所
員
、
同
（
歴
史
部
門
）
に
加
藤
幸
三
郎
所
員
、
事
務
局
長

に
内
田
弘
所
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
。

所

件
所
員
・
所
外
研
究
員
の
異
動

第
三
九
固
定
例
所
員
総
会
に
先
立
つ
運
営
養
員
会
の
議
を
経
て
、
つ

ぎ
の
一
一
名
の
諸
氏
が
新
所
員
に
委
嘱
さ
れ
た
（
五
十
音
順
）
。

伊
吹
克
己
商
学
部
講
師
、
上
田
和
男
商
学
部
助
手
、
上
村
達
男
法
学

部
助
教
授
、
大
滝
精
一
経
営
学
部
講
師
、
大
庭
健
文
学
部
講
師
、
菊
地

健
三
経
済
学
部
講
師
、
佐
藤
恭
三
法
学
部
助
教
授
、
武
田
昌
之
商
学
部

教
授
、
竹
本
達
広
商
学
部
講
師
、
e

コ
一
回
晴
義
経
済
学
部
講
師
、
士
口
岡
健

次
経
済
学
部
教
授
。

ま
た
宮
田
三
郎
氏
は
一
九
八
二
年
三
月
一
一二
日
を
も
っ
て
、
高
橋
長

太
郎
氏
は
同
年
九
月
三

O
日
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本
学
を
退
職
さ
れ

た
の
で
、
所
員
の
委
嘱
を
解
か
れ
、
運
営
委
員
会
の
嘩
酬
を
経
て
所
外
研

究
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

以
上
に
よ
り
第
四

O
固
定
例
所
員
総
会
時
に
お
け
る
所
員
は
一

O
O

名
、
所
外
研
究
員
は
二
三
名
と
な
っ
た
。

研
究
活
動

付

定

例

研

究

会

ω一
月
一
一
一
日
（
火
）
生
田
図
書
館
視
聴
覚
室

「
変
動
す
る
中
国
｜
｜
社
研
訪
中
団
報
告
」
報
告
者
、
三
輪
芳
郎
、

二
瓶
敏
、
平
川
東
亜
各
所
員
、
田
島
俊
雄
、
木
幡
文
徳
各
教
員
。

ω七
月
六
日
（
火
）
生
田
校
舎
新
一
号
館
第
六
会
議
室

「
市
場
機
構
と
日
本
農
業
」
報
告
者
叶
芳
和
氏
〈
国
民
経
済
研
究

協
会
）
、
コ
メ
ン
テ
イ
タ
l
、
玉
城
哲
、
二
瓶
敏
、
池
本
正
純
の
三
所
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員
Jω一
O
月
一
一
一
日
ハ
火
）
生
田
図
窃
館
視
聴
覚
教
室

「
ソ
連
農
村
見
聞
記
〈
8
ミ
リ
映
画
上
映
こ
報
告
者

員。

．
ω一
一
月
二

O
日
ハ
土
〉
生
自
社
研

「
宮
崎
義
一
著
『
現
代
資
本
主
義
と
多
国
籍
企
業
』
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者
宮
崎
義
一
氏
（
京
都
大
学
）
、
コ
メ
ン
テ
イ
タ
l

矢
吹
満
男
、

室
井
義
雄
の
両
所
員
。

伺
一
二
月
一
五
日
ハ
水
〉
生
田
社
研

「
イ
ギ
リ
ス
留
学
雑
感
」
報
告
者
泉
武
夫
所
員

同
合
宿
（
集
中
〉
研
究
会

ω一二月一
O
ハ
水
）
神
田
社
研
集
中
研
究
会

①
「
一
九
二

0
年
代
末
の
ア
メ
リ
カ
自
動
車
輸
出
」
報
告
者
鈴
木

直
次
所
員
、
コ
メ
ン
テ
イ
タ
l
氷
川
惰
所
員

②
「
戦
後
日
本
の
流
通
機
構
｜
｜
卸
売
業
の
動
向
と
経
営
革
新
」
報

告
者
団
ロ
冬
樹
所
長
、
コ
メ
ン
テ
イ
タ
l

鶴
田
俊
正
所
員

③
「
国
家
社
会
主
義
の
理
論
ー
ー
そ
の
比
較
研
究
」
報
告
者
青
木

信
治
所
員

ω七
月
一
一
六
日
（
月
〉
ホ
テ
ル
・
サ
ン
・
シ
テ
ィ
千
葉
夏
季
合
宿
研

究
会報
告
「
京
浜
京
葉
工
業
地
態
調
査
」
グ
ル
ー
プ

①
ニ
瓶
敏
所
員
『
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
地
帯
構
成
と
首
都
圏
」

②
大
西
勝
明
「
低
成
長
に
お
け
る
生
産
・
労
働
」

三
紛
芳
郎
所

③
柴
田
弘
捷
所
員
「
京
葉
工
業
開
発
と
漁
民
の
対
応
｜
｜
富
津
地
区

埋
立
と
漁
民
社
会
の
変
貌
」

ω七
月
二
七
日
ハ
火
）
夏
季
工
場
見
学
、
施
設
訪
問

①
工
場
見
学
｜
｜
川
崎
製
鉄
千
葉
工
場

②
施
設
訪
問
｜
｜
袖
ケ
浦
福
祉
セ

γ
タ
l

同
内
田
義
彦
・
大
友
福
夫
両
所
員
の
聞
書
き

両
所
員
の
開
審
き
作
業
の
準
備
お
よ
び
閲
密
き
作
業
は
、
二
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
も
と
で
進
行
中
で
あ
る
。

伺
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
三
九
回
定
例
所
員
総
会
で
、
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
市
場
機
構

と
政
府
・
公
共
部
門
の
役
割
」
と
い
う
テ
l
マ
の
も
と
に
一
九
八
二

l

入
四
年
度
の
三
年
間
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
決
っ
た
。
タ
イ
ム
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
組
織
、
権
限
と
資
任
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
と
り
き
め
が

行
わ
れ
、
現
在
ま
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。

ω七
月
六
日
定
例
研
究
会
と
の
共
催
で
、
叶
芳
和
氏
の
「
市
場
機

構
と
日
本
産
業
」
の
報
告
と
討
論
。

ω七月一一一一一
a、
神
田
社
研
、
第
一
四
社
研
プ
ロ
ジ
z

ク
ト
研
究

会
、
報
告
者
、
新
藤
宗
幸
所
員
「
行
政
と
許
認
可
権
」

ω一
O
月
一
九
日
生
回
社
研
、
第
二
回
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

会
報
告
①
吉
岡
健
次
所
員
「
臨
調
・
行
革
と
財
政
｜
｜
特
に
国
と
地

方
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
、
報
告
②
上
村
達
男
所
員
「
証
取
法
に
お
け

る
市
場
機
能
と
規
制
の
問
題
」

ω一
二
月
一
一
一
一
一
目
、
神
国
社
研
、
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
l
マの
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報

具
体
化
と
組
織
づ
く
り
の
準
備
。
一
九
八
三
年
春
に
合
宿
研
究
会
を
ひ

ら
い
て
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
l
マ
の
具
体
化
と
そ
れ
に
対
応
し
た

組
織
づ
く
り
を
行
う
が
、
そ
の
泊
中
備
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

第
一
部
門
実
態
分
析

第
二
部
門
理
論
・
歴
史
・
思
想

に
分
け
て
、
共
通
テ
I
マ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ゆ
く
こ
と
が
原
案
と
と

し
て
決
っ
た
。
（
な
お
詳
細
は
定
例
所
員
総
会
資
料
、
社
研
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
担
当
か
ら
幽
さ
れ
て
い
る
各
種
の
連
絡
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

同
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

一
九
八
二
年
度
は
七
件
に
た
い
す
る
助
成
が
行
わ
れ
た
。
〈

ωJ川仰

は
助
成
A
、
仰
は
助
成
B
。
な
お
こ
の
助
成
A
、
B
の
区
分
規
定
に
つ

い
て
は
、
第
三
八
固
定
例
所
員
総
会
資
料
を
参
照
）

ω「
一
二
世
紀
に
向
け
て
の
わ
が
国
経
済
・
産
業
社
会
に
関
す
る
研

究
」
（
古
田
家
清
次
所
員
ほ
か
8
所
員
、
一
九
八

0
年
度
発
足
）

ω「
戦
前
期
に
お
け
る
六
大
紡
の
形
成
、
展
開
過
程
に
関
す
る
実
証

的
研
究
」
（
加
藤
孝
三
郎
所
員
ほ
か
1
所
員
。
一
九
八

0
年
度
発
足
）

ω「
国
際
経
済
学
の
諸
問
題
」
（
作
間
逸
雄
所
員
ほ
か

9
所
員
。
一

九
八
一
年
度
発
足
）

ω「
再
生
産
論
の
現
代
的
意
義
」
〈
矢
吹
満
男
所
員
ほ
か
8
所
員
。

一
九
八
一
年
度
発
足
）

同
「
地
方
都
市
の
果
す
経
済
機
能
の
理
論
的
お
よ
び
経
験
的
研
究
」

ハ
蔵
下
勝
行
所
員
ほ
か
4
所
員
、
一
九
人
二
年
度
発
足
）

帥
「
経
済
理
論
と
リ
ア
リ
テ
ィ
」
（
平
川
東
軍
所
員
ほ
か
6
所
員
。

所

一
九
八
二
年
度
発
足
）

的
「
〈
生
産
力
〉
と
経
済
学
史
研
究
」

員
。
一
九
八
二
年
度
の
み
助
成
〉

付

個

人

研

究

助

成

一
九
八
二
年
度
は
次
の
五
件
に
た
い
す
る
助
成
が
行
わ
れ
た
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
助
成
に
た
い
し
て
は
、
交
付
年
度
よ
り
起
算
し
て
原
則

と
し
て
三
年
以
内
に
、
本
研
究
所
の
指
定
も
し
く
は
承
認
し
た
公
表
誌

に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

ω宮
坂
宏
所
員
「
中
国
新
民
主
主
義
革
命
時
期
革
命
根
拠
地
法
制
の

研
究
」ω栗
木
安
延
所
員
「
社
会
主
義
者
橋
浦
時
雄
の
思
想
と
生
活
」

ω加
藤
佑
治
所
員
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本
企
業
の
進
出
と
労
働

問
題
」ω鈴
木
直
次
所
員
「
大
恐
慌
の
研
究
」

同
小
沼
竪
司
所
員
「
民
主
h
義
と
自
由
主
義
の
思
想
史
的
速
闘
の
研

究」
仙
川
『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』
の
刊
行

－
＝
二
号
三
九
八
二
年
一
月
〉

宮
坂
宏
所
員
「
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
を
訪
ね
て
」

二
二
二
号
（
一
九
八
二
年
二
月
）

平
井
俊
顕
所
員
「
『
貨
幣
論
』
か
ら
『
一
般
理
論
』
へ
（
1
）」

二
二
三
号
ハ
一
九
λ
二
年
三
月
）

栗
木
安
延
所
員
「
ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業
の
後
退
諸
要
因
」

（
士
回
潔
芳
樹
所
員
ほ
か

2
所
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二
二
四
号
（
一
九
八
二
年
四
月
）

望
月
清
司
所
員
「
生
産
様
式
の
接
合
に
つ
い
て
・
再
考
」

二
二
五
号
（
一
九
八
二
年
五
月
〉

小
沼
堅
司
「
過
剰
向
調
社
会
論
の
試
み
（
上
）
」

二
二
六
号
ハ
一
九
八
二
年
六
月
）

森
宏
所
員
「
不
確
実
性
、
市
場
構
造
と
価
格
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

ニ
ニ
七
号
ハ
一
九
八
二
年
七
月
〉

加
藤
佑
治
所
員
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本
進
出
企
業
と
労
働
問

題」
二
二
人
号
（
一
九
八
二
年
八
月
）

氷
川
街
所
員
「
鉄
鋼
業
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

ニ
二
九
号

’（
一
九
八
二
年
九
月
〉

森
宏
所
員
「
流
通
と
情
報
に
つ
い
て
の
覚
穏
」

二
三

O
号
ハ
一
九
八
二
年
一

O
月）

小
沼
堅
司
所
員
「
過
剰
同
調
社
会
論
の
試
み
ハ
中
）
」

－
一
一
一
一
一
号
〈
特
別
号
〉

内
田
義
彦
所
員
「
大
悌
次
郎
賞
受
賞
記
念
講
演
『
作
品
』
へ
の
遍

歴」

二
三
二
号
ハ
一
九
八
二
年
一
一
月
〉

小
沼
竪
司
所
員
「
過
剰
向
調
社
会
論
の
試
み
（
下
）
」

二
三
三
号
〈
一
九
八
二
年
一
二
月
）

内
国
弘
所
員
「
特
別
剰
余
価
値
と
相
対
的
剰
余
価
値
」
ハ
内
田
弘
記
）
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